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目 的 

サクラマス資源評価のため、サクラマスの海面での漁獲状況と河川での再生産状況を把握する。なお、

本調査は、水産庁の水産資源調査・評価推進委託事業の一環として実施した。  

 

材料と方法 

1. 漁獲量調査  

1981 年～ 2022 年の青森県における海面でのサクラマス漁獲量を海域別（太平洋南部、太平洋北部、津

軽海峡東部、津軽海峡西部、陸奥湾、日本海）に取りまとめた。  

 

2. 野生魚調査（ 2021 年級）  

(1) 期間： 2022 年 4 月、 6 月  

(2) 場所：老部川本流 1 地点・支流中ノ又沢 3 地点（図 1）  

(3) 内容：電気ショッカーを用いた 2 回除去法により生息数を推定し、調査面積で除して生息密度を算

出した。採捕は 2 名で実施した。生息数の推定には Program CAPTURE の Mbh モデル（ Pollock and Otto, 

1983） 1)を使用した。  

 

3. 産卵床調査  

(1) 期間： 2022 年 9 月～ 10 月  

(2) 場所：老部川本流 4.4km（図 1）  

(3) 内容：調査員 2 名で上流から下流へ踏査し、サクラマス親魚、サクラマス産卵床の位置と数を記録

した。  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

老部川  

図 1. 調査区域図  
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結果と考察  

1. 漁獲量調査（図 2）  

青森県におけるサクラマス漁獲量は、 2022 年は 177 トン（過去 5 年比 88%）であった。  

海域毎では太平洋が 80 トン（過去 5 年比 88%）、津軽海峡が 82 トン（過去 5 年比 89%）、日本海が 14

トン（過去 5 年比 81%）で、過去 5 年比では海域間で同様の傾向を示した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 野生魚調査（ 2021 年級）（表 1）  

老部川では調査期間中の各定点の生息密度は 0.001 尾 /m2～ 0.119 尾 /m2 の範囲であった（表 1）。調査

定点間比較では特に本流が低かった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 産卵床調査（表 2、図 3）  

 2022 年は 10 月 6 日に最多の 20 床（産卵床密度 0.460 床 /100m）であり、 10 月上旬としては 2015 年

以降の最少であった。 2015 年～ 2022 年の産卵床密度は 10 月上旬に高い傾向にあった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2. 海域別サクラマス漁獲量（青森県）  

表 1. サクラマス野生魚調査結果（老部川）  

表 2. サクラマス産卵床調査結果（老部川本流）  

図 3. 時期別産卵床密度（老部川本流）  

下限 上限 下限 上限

2022/4/21 2 370.0 10 9 19 28 4 23 40 0.076 0.011 0.062 0.108

2022/4/22 6 386.4 13 4 17 21 3 19 30 0.054 0.008 0.049 0.078

2022/4/22 10 680.0 30 15 45 60 5 53 75 0.088 0.007 0.078 0.110

2022/4/21 本流 880.5 1 0 1 1 0 1 1 0.001 0.000 0.001 0.001

2022/6/9 2 370.0 17 4 21 25 3 23 34 0.068 0.008 0.062 0.092

2022/6/9 6 386.4 33 6 39 45 3 42 56 0.116 0.008 0.109 0.145

2022/6/9 10 680.0 53 14 67 81 5 74 95 0.119 0.007 0.109 0.140

2022/6/10 本流 880.5 5 1 6 7 1 7 13 0.008 0.001 0.008 0.015
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